
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
泉
鋭
花
は
、
「
三
味
線
堀」

前
篇

（
明
治
四
三
•
1

0)

が
氷
井
荷
屈
主
宰
の
「
三
田
文
学」

に
掲
載
さ
れ
る

な
ど、

自
然
主
義
陣
営
の
圧
迫
に
よ
る
文
堕
的
孤
立
を
よ
う
や
く
脱
し、

反

自
然
主
義
の
風
潮
に
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
「
爪
ぴ

き」
（
「
文
芸
倶
楽
部
j

明
治
四
四
・
ー

ニ）
、
「
南
地
心
中」
（
「
新
小
説
j

明

治
四
五
・
一
）
、
「
五
大
力」
（
「
新
小
説」

大
正
ニ
・
一
）
、
「
陽
炎
座」
（
「
新

小
説」

大
正
二
•

五）

な
ど、

熟
辣
し
た
技
巧
を
駆
使
し
た
完
成
度
の
裔
い

小
説
が
多
く、

中
で
も、

複
数
の
人
物
た
ち
の
関
係
性
の
物
紺
が
繁
密
な
構

成
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
な
が
ら、

結
末
場
面
に
至
っ
て
炎
と
鮮
血
の
其
紅
色

の
イ
メ
ー
ジ
が
さ
く
裂
す
る
「
日
本
紙」
（
千
章
館

大
正
三
・

九）

は
特

に
高
い
達
成
度
を
得
て
い
る
。

だ
が、

こ
の
「
日
本
橋」

と
大
正
期
の
代
表
作
と
言
う
べ
き
「
由
縁
の

女」
（
「
婦
人
画
報」

大
正
八
•
一

i
-

0
・

ニ）

に
挟
ま
れ
た
数
年
間
（
大

正
四
！
七
年）

に
は、

後
批
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
作
品
は
や
や
乏
し
い

序

|
「
幻
の
絵
馬」

「
為
薬
の
歌」

ー

，

大
正
四
年
ー
七
年
の
泉
鏡
花
の
小
説

·
9

と
酋
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

例
え
ば、

現
時
点
で
鏡
花
文
学
の
最
新
の
選
集
で

あ
る
種
村
季
弘
椙
「
泉
鏡
花
集
成
j

全
十
咎
（
ち
く
ま
文
庫

平
成
七
•
一

0
ー
八
・

八）

に
は
、

八
十
一

稲
の
小
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
ほ
か
に
戯

曲
七
福、

雑
記
な
ど
三
稲）

が、

そ
の
中
で
大
正
四
年
か
ら
七
年
ま
で
の
小

説
は
「
白
金
之
絵
図」
（
「
新
小
説」

大
正
五
•
一
）

と
「
茸
の
採
姫」
（
「
中

外」

大
正
七
•

四）

の
み
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
明
治
四
十
匹
年
か
ら
大

正
三
年
ま
で
の
小
説
は
「
南
地
心
中」

や
「
陽
炎
座」

な
ど
九
椙
も
あ
る
。

こ
の
時
期、

戯
曲
で
は
代
表
作
と
な
る
「
天
守
物
語」
（
『
新
小
説
j

大
正

六
・

九）

を
も
辿
し
て
い
る
だ
け
に
奇
異
だ
が、

小
説
に
し
て
も
失
敗
作
ば

か
り
が
揃
っ
て
い
る
の
で
は
な
く、
「
日
本
柏」

に
は
及
ば
な
く
と
も
一

定

の
達
成
度
は
得
た
作
品
は
少
な
く
な
い
。

個
別
の
楊
面
の
冴
え
が
円
熟
の
域

に
述
し
て
い
る
の
は
無
論
の
こ
と、

複
雑
な
物
語
を
巧
み
な
構
成
の
中
に
展

開
さ
せ
て
い
る
作
品
も
多
い
。

た
だ、

そ
れ
ら
は
技
巧
が
勝
り
す
ぎ
て
新
鮮

な
魅
力
に
は
乏
し
く、

端
的
に
言
っ
て
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
る
。

「
日
本
拾」

で
は
緊
密
な
小
説
構
成
と
イ
メ
ー
ジ
の
述
鎖
性
と
い
う
二
つ
の

力
学
の
間
に、

作
品
が
自
己
崩
壊
し
か
ね
な
い
ほ
ど
の
緊
張
関
係
が
あ
っ
た

清

水

潤
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の
に
対
し、
こ
の
時
期
の
作
品
で
は
一
方
が
他
方
に
従
属
さ
せ
ら
れ
る
の
み

．．
な
の
で、
そ
う
し
た
激
烈
な
緊
張
関
係
は
な
く
て
作
品
全
体
が
弛
緩
し
て
い

る
の
で
あ
る。

全
集
版
に
じ
て
百
頁
以
上
の
分
疵
の
作
品
か
ら
具
体
例
を
挙
げ
る
と、

「
星
の
歌
舞
伎」
（「
女
の
世
界」
大
正
四
・
五
i―
二）
や
「
幻
の
絵
馬」

（
春
陽
堂

大
正
六•
一
）
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
優
先
し、
「
駕
菊
帳」
（
止
笹

堂

大
正
七
•
六）
や
「
芍
薬
の
歌」
（「
や
ま
と
新
間』
大
正
七
・
七
・
七

i
―
ニ
・
七）
で
は
小
説
構
成
が
優
先
し
て
い
る
と
言
え
る。
無
論、
こ
う

し
た
大
ま
か
な
二
分
化
の
み
で
は
こ
の
時
期
の
小
説
の
全
て
は
論
じ
ら
れ
ず、

こ
れ
と
は
別
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
ぺ
き
作
品
も
あ
る
だ
ろ
う。
た
だ、

本
論
の
主
旨
は
評
価
の
低
か
っ
た
こ
の
時
期
か
ら
埋
も
れ
た
佳
作
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
で
は
な
く、
こ
の
時
期
の
小
説
の
低
迷
の
所
以
を
二
つ
の
分
裂
的

な
領
向
の
中
に
探
る
こ
と
に
あ
る。
以
下、

本
論
で
は
「
幻
の
絵
烏」
と

「
芍
薬
の
歌」
を、
二
つ
の
頼
向
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
作
と
し
て
具
体
的
に

分
析
し
た
い。
な
お、

念
の
た
め
に
言
い
涼
え
る
と、
こ
の
二
作
は
こ
の
時

-
9)
 

期
の
小
説
と
し
て
は
比
較
的
再
評
価
さ
れ
つ
つ
は
あ
る。

悪
夢
の
よ
う
な
世
界
を
描
く
こ
と
の
多
い
鏡
花
の
小
説
の
中
で
も、
「
幻

の
絵
馬」
は
特
に
異
様
な
追
具
立
て
の
協
っ
た
奇
怪
な
作
品
で
あ
る。
作
品

の
発
表
直
後
に
中
谷
徳
太
郎
は
「
全
く
人
生
を
か
け
離
れ
た
幻
の
領
域
の
物

語
で
あ
る。
さ
う
考
へ
る
時
に、
こ
の
作
の
表
面
に
浮
ん
だ
小
さ
な
幾
つ
か

i
3)
 

の
不
岡
和
な
泡
は
跡
方
も
な
く
消
え
去
る
の
で
あ
る」
と
評
し、
ま
た、
平

井
修
成
氏
は
こ
の
中
谷
評
を
踏
ま
え
て
「
極
め
て
統一
的
な
情
趣
と
印
象
を

読
む
者
の
心
に
焼
き
付
け
る」
と
述
べ
な
が
ら、
「
し
か
し一
度、

読
者
が

作
品
世
界
に
没
入
す
る
こ
と
を
止
め
て、
理
性
を
拗
か
せ
て
作
品
の
筋
立
て

を
眺
め
る
な
ら
ば、
こ
れ
程
不
統一
な、
思
い
付
き
ば
か
り
で
組
み
上
げ
ら

れ
た
よ
う
な
作
品
も
な
い」
と
も
述
ぺ
て
い
る。
「
幻
の
絵
馬」
は
確
か
に

明
快
な
「
筋
立
て」
が
捉
え
に
く
く、
全
体
が
淡
霧
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
謎

め
い
た
雰
囲
気
の
作
品
で
あ
る。
中
谷
の
言
う
よ
う
に
「
全
く
人
生
を
か
け

雌
れ
た
幻
の
領
域
の
物
語」
と
見
る
と
し
て
も、
全
体
と
部
分
を
関
連
付
け

る
の
が
容
易
で
な
い
こ
と
に
は
変
り
な
く、
そ
の
意
味
で
は、
「
泉
鋭
花
と

い
う
作
家
の
小
説
は、

そ
の
筋
や
そ
の
展
開
を
確
か
め
て
読
む
ぺ
き
で
な
く、

歌
舞
伎
ゃ
文
楽
の
よ
う
に、
そ
の
場
而
の一
っ
ー
つ
を
味
い
楽
し
む
ぺ
き」

{
5)
 

な
ど
と
い
う、

鏡
花
文
学
に
つ
い
て
の
一
般
的
に
流
布
す
る
評
師
の
通
り
と

も
酋
え
る。

物
語
は
麻
布
の
花
屋
に
一
人
の
美
人
が
傘
を
借
り
に
く
る
場
面
か
ら
始
ま

る。
先
に
来
て
い
た
槙
ケ
原
子
爵
夫
人
が
続
い
て
傘
を
偕
り
る
つ
い
で
に
牡

丹
を
買
お
う
と
す
る
と、
子
爵
家
の
吝
沓
に
反
発
し
て
い
た
花
屋
の
隠
居
が

高
値
を
吹
っ
掛
け、

子
爵
夫
人
が
た
じ
ろ
ぐ
と
こ
ろ
へ
美
人
が
す
か
さ
ず

「
お
爺
さ
ん、

私
に
頂
載」
（
二）
と
言
う。
錦
木
和
歌
子
と
名
乗
る
そ
の

美
人
は、
花
屋
で
飼
わ
れ
て
い
た
み
み
ず
く
も
黄
っ
て
帰
る。
花
屋
の
小
伯

が
子
爵
家
に
隣
接
す
る
和
歌
子
の
家
ま
で
付
い
て
い
く
と、

そ
こ
に
は
境
木

敏
夫
と
い
う
画
学
生
と
河
派
に
似
た
保
梱
が
い
た。
や
が
て、

和
歌
子
が
烏
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目
で
あ
る
こ
と
が
子
爵
家
に
知
れ、

子
爵
家
に
代
々
伝
わ
る
白
菊
様
と
い
う

人
形
が
女
性
の
盲
人
を
撮
う
た
め
に`

和
歌
子
は
そ
の
家
か
ら
追
い
出
さ
れ

そ
う
に
な
る
。

久
松
と
い
う
按
ば
に
辱
め
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
和
歌
子
は、

「
剃
照
次
出
に
」
（
十
二）

白
菊
様
を
脅
か
そ
う
と
子
爵
家
に
み
み
ず
く
を

俊
入
さ
せ
る
が、

み
み
ず
く
は
白
菊
様
を
守
設
す
る
若
衆
人
形
の
霧
之
助
に

斬
ら
れ
る。
「
木
兎
の
た
め
に
追
弔
を
兼
ね
た
謝
恩
会」
(
+
四）

を
開
い

・

た
和
歌
子
は、

か
つ
て
夫
の
医
学
士
と
共
に
夫
の
生
地
の
鎖
守
で
み
み
ず
く

を
描
い
た
た
く
さ
ん
の
絵
馬
を
見
た
こ
と、

ま
た、

絵
馬
の
描
き
主
で
以
前

か
ら
和
歌
子
を
愛
深
し
て
い
た
元
画
学
生
の
自
害
に
立
ち
会
っ
た
こ
と
を
語

る。

や
が
て、

夢
う
つ
つ
の
中
で
保
佃
に
導
か
れ
て
地
底
に
来
た
和
歌
子
は、

保
伯
や
猷
た
ち
に
犯
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
霧
之
助
に
救
わ
れ
る
。

霧
之
助
を
見
た
く
て
子
爵
家
を
訪
ね
た
和
歌
子
は
夫
人
か
ら
苛
ま
れ
る
が、

和
歌
子
を
愛
器
す
る
駿
兵
少
尉
が
子
爵
家
か
ら
霧
之
助
を
強
奪
し
て
く
る。

和
歌
子
が
霧
之
助
の
太
刀
で
「
恋
に
燃
え
つ
、

牡
丹
の
花
片
散
る
が
如
き

其
の
心
脇
の
只
中
を」
（
十
八）

突
く
場
面
で
物
語
は
終
わ
る。

以
上
の
梗
概
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
が、
「
幻
の
絵
馬」

は
全
集
版
に
し

て
百
頁
強
と
い
う
分
祉
に
し
て
は、

登
場
人
物
が
多
く
て
物
語
展
開
も
か
な

．

り
変
化
に
窟
ん
で
い
る。

た
だ、

個
別
の
場
面
自
体
は
か
な
り
鮮
烈
な
印
象

を
放
つ
も
の
の、

そ
れ
ら
の
全
体
の
展
間
に
お
け
る
位
憐
付
け
が
定
か
で
な

い
た
め
に、

物
語
全
体
を
一

貫
性
の
あ
る
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
は
捉
え
に
く
い
。

そ
し
て、

登
場
人
物
た
ち
各
自
の
物
語
全
体
に
お
け
る
役
回
り
も
捉
え
に

く
い
。

無
論、

中
に
は
柏
ケ
原
子
爵
夫
人
の
よ
う
に
和
歌
子
と
は
一

貫
し
て

敵
対
す
る
人
物
も
い
る。

ま
た、

花
屋
の
阻
居
が
利
歌
子
に
府
入
れ
す
る
の

は
子
爵
家
に
対
す
る
反
発
の
共
有
の
み
で
な
く、

総
領
娘
を
か
つ
て
苦
界
で

死
な
せ
た
こ
と
へ
の
代
償
で
あ
る
こ
と
が
ほ
の
め
か
さ
れ
る。

だ
が、

全
て

の
登
楊
人
物
が
和
歌
子
を
め
ぐ
っ
て
敵
味
方
に
大
別
さ
れ
る
の
で
も
な
い
。

例
え
ば、

和
歌
子
が
子
爵
家
に
侵
入
さ
せ
る
み
み
ず
く
に
自
ら
の
血
を
飲
ま

せ
る
場
而
で
は、

彼
女
の
穎
み
通
り
に
そ
の
指
を
食
い
切
っ
て
や
り
な
が
ら、

後
で
は
和
歌
子
を
地
底
へ
と
祁
い
て
獣
た
ち
と
共
に
犯
そ
う
と
も
す
る
保
佃

は
ど
う
だ
ろ
う
か。

ま
た、

和
歌
子
が
俣
入
さ
せ
た
み
み
ず
く
を
切
り
捨
て

る
一

方、

利
歌
子
の
危
機
を
救
い
も
す
る
人
形
の
霧
之
助
は
ど
う
だ
ろ
う
か。

も
っ
と
も、

登
場
人
物
の
中
で
誰
よ
り
も
謎
め
い
て
い
る
の
は
主
人
公
の

和
歌
子
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

伯
爵
と
新
柏
の
芸
妓
の
間
に
生
ま
れ
て
「
洋
行

シ

ペ

9

棉
り
の
医
学
博
士」
（
十
四）

に
嫁
い
だ
こ
と
も
あ
り、
「
総
西
亜、

柴
拉
利

亜
（
は
ぶ
る
す
か
。）

に
渡
つ
て
住
ん
だ
事」
（
四）

も
あ
る。

絵
馬
の
描
き

主
の
吉
岡
は
彼
女
に
対
す
る
愛
硲
を
告
白
し
て
自
咎
し、

情
夫
で
あ
っ
た
境

木
は
そ
の
物
語
を
問
い
て
別
れ
た
後
に
発
狂
し
て
や
は
り
自
也
し、

騎
兵
少

尉
の
松
平
は
彼
女
の
た
め
に
子
爵
家
に
乱
入
し
て
霧
之
助
を
強
奪
し、

ま
た、

按
昧
の
久
松
は
彼
女
を
辱
め
よ
う
と
し
て
逆
に
指
を
折
ら
れ
る
な
ど、

和
歌

子
の
周
囲
に
は
多
く
の
男
性
が
群
が
っ
て
は
破
滅
す
る。

し
か
も、

彼
ら
に

は
花
橙
の
閲
居
が
和
歌
子
の
屑
入
れ
す
る
よ
う
な
必
然
的
な
理
由
は
設
定
さ

れ
て
い
な
い
。

だ
が、

霧
之
助
に
救
わ
れ
て
「
始
め
て
恋
を
知
っ
た」
(
+

八）

和
歌
子
も
ま
た、

子
爵
夫
人
か
ら
苛
ま
れ
た
挙
句
に
霧
之
助
の
太
刀
で

自
害
す
る
。
一

批
し
た
生
の
原
理
は
見
出
し
に
く
い
そ
の
多
義
的
な
存
在
性
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ひ
い

は、
冒
頭
の
花
屋
に
現
れ
る
楊
而
で
隙
屈
の
視
線
を
通
し
て
「
お
姫
様
の
や

．
う
な、
そ
れ
し
や
の
や
う
な、
お
つ
と
り
し
た
や
う
な、
巡
菜
な
や
う
な、

触
つ
て
も
梢
え
さ
う
で、
殺
し
て
も
死
に
さ
う
も
な
い、
意
気
づ
く
り
の

と
●
め

●
る

紺
か
し
い`

色
つ
ぽ
く
て、
す
つ
き
り
し
た、
商
島
田
が
円
謡
に
な
り、

銀
杏
返
し
が
女
使
嬰
で、
今
日
は
櫛
巻
で
居
る」
(

l

)

と
語
ら
れ
る
の
に

も
よ
く
表
れ
て
い
る。

た
だ
し、
「
幻
の
絵
鳥」
に
和
歌
子
を
め
ぐ
る
中
心
的
な
プ
ロ
ッ
ト
を
見

出
す
試
み
も
な
く
は
な
い。
平
井
修
成
氏
は
保
協
や
み
み
ず
く
と
い
っ
た
酪

悪
な
者
た
ち
が
和
歌
子
の
恩
寵
と
支
配
を
う
け
る
と
い
う
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と、

子
爵
家
を
訪
れ
た
和
歌
子
が
夫
人
か
ら
西
め
苛
ま
れ
る
と
い
う
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム

の
あ
る
こ
と
に
済
目
し、
醸
悪
な
者
た
ち
の
表
而
的
な
支
配
者
と
し
て
「
マ

ゾ
ヒ
ズ
ム
的
状
況
の
必
要
不
可
欠
な
要
紫
11
部
品」
で
あっ
た
和
歌
子
が`

「
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
外
形
の
奥
に
在
る、
木
質
的
な
関
係
の
頻
現」
で
あ
る
地

底
で
の
逆
転
体
験
を
経
て、
「
主
体
的
な
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
と
な
り
変
る」
と
い

う、
「
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
箱一
の
形
か
ら
第
二
の
形
へ
と
移
行
す
る
連
続
的
な

物
語」
と
し
て
捉
え
て
い
る。
私
見
で
は
こ
の
解
釈
に
は
若
干
の
補
足
の
な

さ
れ
る
余
地
が
あ
り、
例
え
ば、
平
井
氏
は
吉
岡
や
坑
木
と
い
っ
た
「
和
歌

子
を
取
り
巻
く
何
人
も
の
恋
人
述」
を、
「
作
品
の
テ
ー
マ
に
本
質
的
に
関

{
g
-

わ
る
ぺ
き
も
の
で
は
な
い」
と
説
く
が、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と
い
う
形
式
を
通
じ

て
和
歌
子
と
の
関
係
を
持
絞
さ
せ
る
保
佃
に
対
し
て、
そ
う
し
た
関
係
を
結

ぴ
え
ず
に
い
た
ず
ら
に
破
滅
す
る
吉
岡
ゃ
境
木
（
特
に、
久
松
は
和
歌
子
を

性
愁
に
支
配
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
失
敗
し
た
と
言
え
る）
と
い
う、
人
物

像
の
対
立
的
効
果
も
捉
え
ら
れ
る
ぺ
き
だ
ろ
う。
さ
ら
に、
平
井
氏
は
末
尾

近
く
の
和
歌
子
が
子
爵
夫
人
か
ら
苛
ま
れ
る
場
面
に
つ
い
て、
「
彼
女
の
目

的

1
も
は
や
作
者
の
目
的
と
言
っ
て
い
、
の
だ
が

ー
は、
霧
之
助
な
ど

-
9-

に
は
な
か
っ
た」
と
説
く
が、
「
作
者」
は
と
も
か
く
も
和
歌
子
は
霧
之
助

に
対
す
る
「
恋」
ゆ
え
に
こ
そ、
敵
対
す
る
子
爵
夫
人
か
ら
の
貨
め
苦
も
甘

受
す
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か。

だ
が、
以
上
の
よ
う
な
あ
る
程
度
の一
批
性
は
捉
え
ら
れ
る
と
し
て
も、

そ
れ
が
明
確
に
表
而
化
さ
れ
る
よ
う
な

構成
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い。
物
語
展
開
は
個I
別
の
場
面
の
イ
メ
ー
ジ
の
述
銃
性
に
任
せ
ら
れ、
中
心

的
な
プ
ロ
ッ
ト
は
そ
の
中
に
見
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る。
例
え
ば、
和
歌
子
が

地
底
へ
と
祁
か
れ
て
悪
郎夕
め
い
た
体
験
を
す
る
と
い
う、
物
栢
展
開
の
最
も

削
的
な
転
換
点
で
あ
る
ぺ
き
十
七
節
の
楊
而
を
例
に
取
ろ
う。
ま
ず、
酒
を

煽っ
た
和
歌
子
が
保
佃
に
袖
を
引
か
れ
て
い
く
様
子
が
甜
ら
れ
る
が、
「
其

く
ら陪
な
路」
を
経
て
二
人
が
木
の
根
元
の
「
横
穴
を
穿
っ
た
深
き
地
の
底」

に
滸
い
て
か
ら
は、
そ
こ
に
待
ち
構
え
て
い
る
獣
た
ち
の
グ
ロ
テ
ク
ス
な
祝

祭
的
様
相
の
列
挙
と
な
る。

正
而
の
椅
子
で
は
子
爵
家
に
月
わ
れ
る
「
小
牛
の
如
き
出
半入」
が、
「
の

っ
ぽ
而
の
垂
耳
の
頭
に、
紅
い
土
耳
古
形
の
相
子
を
賊
き、
空
帖
き
っ
、‘

チ
ン

／＼
の
手
が、
此
方
を
大
風
に
隧
」
き、
椅
子
の
横
で
は
「
歴
根
中

を
汚
す
風
来
の、
男
猫」
が、
「
釜
底
帽
子
の
宵
い
の
を
被
つ
て、
濶
々
た

る
服
を
光
ら
し、
和
歌
子
を
脱
迎
へ
て
呻
る
と
斉
し
く、
鋭
き
爪
で、
顎
の

テ
ェ

ブ

ル

髯
を
掻
捻
つ
て、
片
手
で
卓
子
の
上
に
骰
い
た一
冊
の
報
薄
を
示」
す。
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さ
か
し
9

逃
げ
よ
う
と
す
る
利
歌
子
を
「
上
か
ら、
爽
黒
な
而
で、

倒
に
覗
い
た、

大
生
が一
頭、
モ
ウ、
・・・・・・
ド
ン、
と
寝
て、
腹
を
以
て
盗
に
蔽」
い、

「
閥
も
鼠
も
ど
ろ

（
と
満
充
ち
た
片
悶」
か
ら
は
「
按
ほ
の
色
男
久
松

市」
ま
で
が
追
出
る
（
な
お、
久
松
は
休
紐
か
ら
「
退
れ、
下
郎、
汝
に
は

食
の
こ
し
を
授
け
る
の
ぢ
ゃ」
と
言
わ
れ
る
の
で、
こ
こ
で
は
人
間
と
欧
の

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
逆
転
し
て
い
る
の
だ
ろ
う）。
和
歌
子
と
保
梱
た
ち
の
支

'
配
関
係
が
逆
転
す
る
こ
の
場
面
が、
プ
ロ
ッ
ト
上
の
重
要
な
位
置
に
あ
る
の

は
確
か
だ
が、
そ
れ
以
上
に、
醜
悪
な
者
た
ち
が
美
し
い
和
歌
子
に
迫
る
と

い
う
構
図
自
体
が
肥
大
化
し、
そ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
（
そ
し
て、
エ
ロ
チ
ッ

ク
で
も
あ
る）
イ
メ
ー
ジ
の
巡
鎖
性
に
主
眼
が
あ
る
よ
う
で
あ
る。
そ
の
意

味
で
は
個
別
の
場
而
と
し
て
の
鮮
烈
さ
は
あ
る
も
の
の、
「
日
本
橋」
の
結

末
場
面
の
イ
メ
ー
ジ
の
さ
く
裂
に
比
べ
る
と、
緊
密
な
小
説
構
成
と
い
う
制

約
が
な
い
分
だ
け
荘
揚
に
乏
し
い。

·
こ
れ
以
外
に
も
「
幻
の
絵
馬」
で
は、
こ
う
し
た
グ
ロ
テ
ス
ク
で
エ
ロ

チ
ッ
ク
な
楊
面
が
ほ
ぼ
全
紺
に
述
な
っ
て
い
る。
そ
し
て、
そ
れ
ら
を一
貰

し
た
プ
ロ
ッ
ト
ヘ
と
収
敏
さ
せ
る
べ
き
構
成
的
な
統
御
力
が
弱
く、
個
別
の

場
而
の
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
に
任
せ
る一
方
で
あ
る
こ
と
が、
「
幻
の
絵
馬」

を
鮮
烈
な
印
象
と
共
に
多
く
の
不
可
解
な
要
紫
も
辿
す
作
品
に
し
て
い
る。

と
は
い
え、
「
由
縁
の
女」
を
経
た
後
の
大
正
後
期
の
代
表
作
で
あ
る
「
龍

胆
と
撫
子」
（「
良
婦
之
友」
大
正一
―
.
-
1
六、
「
女
性
j

大
正一
―
•

八
！―
ニ・
一
、
（
続
窟）
「
女
性
j

大
正―
ニ・
ニ
ー
九）
の
楊
而
相
互
の

U
IO)
 

関
述
の
希
薄
さ
や、
「
眉
か
く
し
の
益」
（「
苦
楽
l

大
正一
三•
五）
の
物

語
展
開
の
内
的
必
然
性
の
希
源
さ
に
比
ぺ
れ
ば、
「
幻
の
絵
馬」
で
は
ま
だ

し
も、
和
歌
子
の
支
配
を
め
ぐ
る
刺
的
な
物
語
世
界
が
構
築
さ
れ
つ
つ
は
あ

り、
そ
れ
ゆ
え
に、
良
く
も
悪
く
も
小
説
と
し
て
凡
晰
な
レ
ペ
ル
に
と
ど

ま
っ
て
も
い
る。
な
お、
二
十
頁
弱
の
小
品
な
が
ら
も
「
幻
の
絵
馬」
と
ほ

ぽ
同
時
期
の
「
人
魚
の
祠」
（「
新
日
本」
大
正
五・
七）
に
つ
い
て、
野
口

武
彦
氏
が
「
物
語
の
原
基
的
な
心
象
の
求
心
性
が
弱
い」、
「
解
読
不
能
の、

あ
る
い
は
解
読
を
放
菜
し
た
心
象
群
が
「
人
魚
の
祠
j

で
は
乱
舞
し
て
い

{
ll)
 

る」
と
述
べ
て
い
る
の
も、
「
幻
の
絵
馬」
と
同
様
の
内
容
傾
向
を
さ
し
て

の
こ
と
で
は
な
い
か。

一
方、
「
芍
薬
の
歌」
は
寺
田
透
が
「
主
要
登
場
者
全
部
の
肌
合
い
が一

つ
に
融
合
し
た
よ
う
な
き
め
の
こ
ま
か
い、
沈
ん
だ
光
沢
を
持
つ」
と
評
し

-
12)

 

た
よ
う
に、
鏡
花
の
小
説
で
は
珍
し
い
ほ
ど
に
全
体
が
よ
く
ま
と
ま
っ
た
作

品
で
あ
る。
無
論、
全
集
版
に
し
て
五
百
頁
近
く
と
い
う
鋭
花
文
学
の
中
で

も
三
番
目
の
分
凪
（
未
完
の
「
龍
胆
と
撫
子」
は
除
く）
だ
け
に、
百
頁
強

の
「
幻
の
絵
馬」
と
比
べ
て
も
登
場
人
物
は
多
く
て
物
語
展
開
も
複
雑
で
あ

る。
だ
が、
「
幻
の
絵
馬」
と
は
逆
に
全
体
の
展
淵
は
か
な
り
緊
密
に
構
成

さ
れ
て
い
る。

物
語
は
峰
桐
太
郎
と
い
う
エ
リ
ー
ト
会
社
員
が
洲
崎
の
鮨
屋
の
酌
婦・
幾

世
を
訪
ね
る
場
而
か
ら
始
ま
る。
峰
は
幾
世
か
ら
買っ
た
夜
鷹
の
人
形
に
翡

翠
の
珠
が
入
っ
て
い
た
の
で、
そ
れ
を
元
の
売
り
主
に
返
す
よ
う
に
幾
批
に
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頼
み
に
来
た
の
で
あ
る
。
一

方、

蜂
が
人
形
を
買
っ
た
際
に
同
伴
し
て
い
た

．．

西
家
・

三
捕
柳
吉
も、

辻
占
い
師
の
観
星
徴
如
海
か
ら
珠
の
入
っ
た
夜
鷹
の

人
形
を
買
う。

幾
世
の
亡
き
狡
母
・

菊
川
は
柳
吉
の
か
つ
て
の
馴
染
み
の
遊

女
で
あ
っ
た。

酒
宴
の
婦
途
に
幾
世
に
会
い
に
行
こ
う
と
し
て
道
に
迷
っ
た

柳
吉
は、

大
工
の
吉
兵
衛
の
舟
で
夜
魔
の
お
舟
と
知
り
合
い
、

ま
た、

栄
商

の
娘
の
お
京
が
大
間
男
爵
の
見
合
い
写
典
を
川
に
捨
て
る
の
を
見
る。

峰
が

大
間
男
爵
を
訪
ね
て
男
爵
の
妹
と
の
縁
談
を
断
る
と、

入
れ
迩
い
に
お
舟
が

現
れ
て
川
か
ら
拾
っ
た
写
真
を
見
せ
て
男
爵
を
弛
請
る。
一

方、

亡
き
母
の

砥
参
に
来
た
お
京
は
幾
世
と
間
迩
え
ら
れ
て
峰
と
知
り
合
い
、

ま
た、

菊
川

の
硲
前
で
自
害
し
よ
う
と
し
て
い
た
幾
世
を
救
っ
て
如
海
に
預
け
る。

珠
は

お
京
が
人
形
に
入
れ
て
如
海
を
介
し
て
幾
世
へ
と
渡
っ
た
の
だ
が、

幾
世
は

峰
か
ら
返
さ
れ
た
珠
を
狡
父
の
群
八
た
ち
に
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

峰
は
如

海
に
伴
わ
れ
て
来
た
幾
世
に
対
し
て
群
八
と
緑
を
絶
つ
よ
う
に
勧
め
る。

菊

川
の
硲
参
に
来
た
幾
泄
は
そ
こ
に
倒
れ
て
い
た
柳
吉
を
介
抱
す
る
が、

お
舟

が
菊
川
の
幽
霊
に
化
け
て
柳
吉
と
別
れ
る
よ
う
に
言
う
の
で
再
び
自
害
を
決

意
す
る。

お
京
の
主
宰
す
る
人
形
供
狡
の
夜、

大
間
男
爵
は
お
京
を
菩
堤
寺

か
ら
拉
致
し
よ
う
と
す
る
が、

蛉
に
妨
げ
ら
れ
て
失
敗
に
終
わ
る
。

心
中
し

よ
う
と
す
る
柳
吉
と
哉
批
に
は
群
八
た
ち
が
迫
る
が、

お
舟
が
群
八
た
ち
を

殺
し
て
珠
を
取
り
戻
し
た
後
に
自
害
し、

実
は
お
舟
の
父
で
あ
っ
た
如
海
も

娘
の
後
を
追
う。

柳
吉
と
幾
泄
と
が、

ま
た、

峰
と
お
京
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に

結
ば
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
物
語
は
終
わ
る
。

以
上
の
梗
概
で
は
明
治
期
の
作
品
と
大
し
て
変
わ
ら
な
い
、

や
や
時
代
鉛

屯‘

誤
で
新
派
劇
調
の
伝
奇
ロ
マ
ン
に
も
見
え
か
ね
な
い
力

そ
の
理
由
は
主
に

登
場
人
物
の
股
定
に
現
実
性
が
腺
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
「
た
か
が
平
民

索
町
人
ぢ
ゃ
で、

娘
に
華
族
の
垢
が
滸
け
ば、

金
を
塗
っ
た
や
う
に
感
謝
す

る
ん
ぢ
ゃ
」
（

百
四
十
三）

と
う
そ
ぶ
く
大
間
男
爵
や、

幾
世
の
金
主
で
男

爵
の
取
り
巻
き
で
も
あ
る
猫
万
た
ち
の
俗
物
ぶ
り
は、

社
会
風
刺
と
呼
ぶ
に

は
戯
画
化
さ
れ
す
ぎ
て
類
型
的
な
悪
役
に
狙
し
て
い
る。

さ
ら
に、

如
海
の

素
姓
が
物
語
展
開
が
四
分
の
三
近
く
も
経
た
時
点
で
よ
う
や
く、
「
這
個
観

と

し

わ
か

U

ん

ら

星
堂
を
誰
と
か
す
る
。

母
な
き
一

人
の
愛
娘
の
、

芳
紀
少
<-
l
十
に
し
て
恋

人
の
許
に
嫁
ぎ
な
が
ら、

不
倫
な
る
昴
を
血
に
斬
つ
て、

獄
舎
の
鉄
窓
に
蒼

＜
疫
せ
し
よ
り、

世
を
拶
み、

世
を
伯
り、

世
を
呪
ふ、

伴
狂
を
痴
愚
に
替

へ
て、

浄
玄
寺
に
隠
遁
し
た、

倫
理
学
者
に
し
て
祁
士
た
る
大
沢
昭
観
は
渠

ぞ
か
し」
（

百
十
二）

と
説
か
れ
（
し
か
も、

こ
の
「
母
な
き
一

人
の
愛
娘」

が
お
舟
で
あ
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
ま
だ
伏
せ
ら
れ
て
い
る）
、

ま
た、

峰
に

つ
い
て
も
末
尾
近
く
に
至
っ
て
か
な
り
唐
突
に、
「
姓
も
名
も
か
へ
た
れ
ば、

峰
で
は
誰
も
気
附
く
ま
い
、

渠
は
厳
正
至
純
な
る
芸
術
に
精
進
す
る、

世
に

開
え
た
る
小
説
家
で
あ
る」
（
百
四
十
九）

と
明
か
さ
れ
る
の
も、

い
た
ず

ら
に
奇
を
術
っ
た
趣
向
と
し
て
批
判
さ
れ
る
ぺ
き
だ
ろ
う。

た
だ
し、

吉
田
昌
志
氏
は
こ
の
如
海
父
娘
の
設
定
を
「
や
っ
し」

と
「
見

顕
し
」

と
捉
え、

群
八
た
ち
が
幾
世
か
ら
珠
を
奪
う
場
面
な
ど
の
「
賀
め

場」

や、

お
舟
が
大
IUI
男
爵
を
弛
請
る
楊
面
の
H

強
訥
場」

と
共
に、
「
歌

拌
伎
的
趣
向」

と
し
た
上
で、
「
以
上
述
ぺ
て
き
た
貨
め
場
・

弛
請
場
・

や

つ
し
・

見
顕
し
な
ど
の
極
め
て
削
的
効
果
の
高
い
趣
向
は、

人
物
の
類
型
と
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